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紙
の
『
広
報
た
ま
な
』
以
外
に
、

『
声
の
広
報
た
ま
な
』
が
あ
る
こ
と
、

ご
存
じ
で
す
か
？
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
は
な
し
の
ぶ
」
の
皆
さ
ん
が
広

報
紙
を
読
み
上
げ
て
録
音
、
必
要
と

し
て
い
る
人
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　　
「
は
な
し
の
ぶ
」
の
活
動
は
、
今

年
で
28
年
目
。
9
人
の
会
員
が
『
広

報
た
ま
な
』
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
だ
よ
り
『
き
ず
な
』、『
玉
名

市
議
会
だ
よ
り
』
を
読
み
上
げ
、
市

内
の
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
へ
内
容

を
「
声
」
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
『
広
報
た
ま
な
』
の
印
刷
が

始
ま
る
こ
ろ
、
会
員
が
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
て
録
音
。
マ
イ
ク
の

先
に
は
視
覚
障
が
い
者
用
デ
ジ
タ
ル

録
音
図
書
規
格
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
）
に

対
応
の
機
器
2
台
と
パ
ソ
コ
ン
1

台
。
3
組
に
分
か
れ
、
同
時
に
声
を

吹
き
込
み
ま
す
。
聴
き
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
、
会
員
全
員
で
工
夫
と
努

力
。
そ
の
ま
ま
で
は
わ
か
り
づ
ら
い

言
葉
や
図
、
写
真
な
ど
は
説
明
を
加

ともに生きるみんなでつくる
　　誰もが暮らしやすい社会

「障がい」は、障がい者の「からだ」や「こころ」だけにあるわけではあり
ません。見方をちょっと変えてみると、気づくこと、できることがあります。
文字から情報を得ることが難しい視覚障がいがある人のために、毎月『広
報たまな』を朗読していただいているボランティアの皆さんを紹介します。

え
ま
す
。
中
に

は
、
朗
読
の
勉

強
会
に
参
加
し

て
活
動
に
生
か

す
会
員
も
。
録

音
し
た
Ｃ
Ｄ
は
、

15
枚
に
複
製
し

て
9
枚
を
郵
送
、

残
り
6
枚
は
市
民
図
書
館
で
の
貸

し
出
し
用
に
。
こ
れ
ま
で
県
知
事

賞
の
ほ
か
、
玉
名
市
長
、
外
2
団

体
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
7
月
、
2
人
の
新
会
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。國く

に
𥔎さ

き
伴と

も
子こ

さ
ん
は「
利

用
者
の
お
役
に
た
て
る
こ
と
に
う

れ
し
く
思
い
、
楽
し
み
」、
安や

す
原は

ら

日ひ

米め

さ
ん
は
「
利
用
者
の
人
か
ら

感
想
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、

つ
な
が
り
を
感
じ
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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朗読ボランティアサークル はなしのぶ
平成３年設立。目の不自由な人でも、玉名市や県
からの情報を気軽に得る事ができることで、安心
した生活を送っていただける。そのために “少し
でも手助けできるように！”を目的としています。

12.3ー9
障害者週間

目
の
不
自
由
な
人
に
わ
か
り
や
す
く

新
し
い
仲
間
と
広
が
る
つ
な
が
り

〝
声
〟
で
伝
え
る
く
ら
し
の
情
報

「
は
な
し
の
ぶ
」
は
会
員
募

集
中
で
す
。
入
会
や
録
音
Ｃ

Ｄ
が
必
要
な
場
合
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

（
☎
71
・
０
０
８
０
）
ま
で
。

新会員の國﨑さん（左）、安原さん（右）▶

＼私たちの
声でお届け

します／


